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研究成果の概要（和文）：近年、中国国民の対日感情の悪化が注目されている。その原因の一つ

は中国政府によって推進された愛国主義教育だと言われている。しかし、研究代表者の研究を

通じて、1990 年以降の愛国主義教育の強化の目的は「反日教育」ではなく、祖国と共産党を愛

し、社会主義現代化建設のために献身する気持ちを育てるための教育であるということを証明

した 。そこで、本研究は中国の歴史科の教学大綱（日本の学習指導要領に相当する）と教科書

の記述内容に絞って、1949 年から 2005 年までの中国政府が歴史教育を通じて学生に伝えたい

歴史観と外国観を分析した。 

研究成果の概要（英文）：In recent years, it has been noted that anti-Japan sentiments among 

Chinese people have become worse than before. It is said that one of the reasons of this 

phenomenon is due to the patriotic education promoted by the Chinese government. 

However I proved that the aim of strengthening nationalism since 1990 is not to develop 

“Anti-Japanese  education” but to develop people’s feelings of love for their motherland 

and the Communist Party, and also to educate feelings of commitment for the construction 

of modern Socialism. Therefore, this study mainly focused on the Jiaoxuedagang( guideline 

of the History curriculum set by the Chinese government) and the contents of textbooks, 

analysing the history education provided by the government over the period of 1949-2005 

and what it aims to convey the students regarding the historical perspectives and foreign 

views. 
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１．研究開始当初の背景 

2005 年 4 月、中国各地の「反日」デモが
発生した。この時の中国における反日感情の
高まりの主要な原因の一つに、日本において
は 1990 年代中国政府が打ち出した教育方針

としての「愛国主義教育」の強化、とくに江
沢民が要求した小中学生に対する近現代史
及び国情教育の強化の方針の影響が指摘さ
れた。その中には、「愛国主義教育」を「反
日教育」と同一視する論調も尐なくなかった
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のである。その中国の歴史教科書の記述には
日本の侵略行為の残虐さのみを強調したも
のが多く、その結果として反日感情が植え付
けられたことが強調された。 

しかし、研究代表者は中国の中学校の歴史
教科書を分析した結果、図１に示した通り、
1990 年代の中学の歴史教科書の総字数はそ
れ以前の倍ぐらい増加したことによって、対
日記述の総字数も増加した。しかし対日記述
と近代日中戦争の部分の総字数に対する割
合は、1960 年以降、一貫して下がってきた
ことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり、1990 年以降の愛国主義教育の強
化の目的は「反日」ではなかった。が、中国
人の対日イメージは、近代史教育が重視され
る歴史教育に影響されている可能性が否定
できない。特に中国の歴史教育は政府の意向
に反映されている傾向が強いため、中国政府
の歴史教育に対する考え方を明白にする必
要があると認識した。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、一般人民向けの愛国主義
普及キャンペーンではなく、中国の愛国主義
教育が歴史の授業の中でどのように実践さ
れてきたかを明らかにすることにある。その
ためにが、特に中国政府が児童や生徒たちに
どのような歴史観を伝えたいのかを分析す
る必要がある。すなわち、その歴史観は時代
や政治状態の変化、さらには国際関係、特に
日中関係の変化に伴って変化してきたもの
なのか、変化したとしたらどのように変化し
たのか、他方で、一貫して変わらないものは
どのようなものなのかを分析する必要があ
ると思われる。また、生徒に伝えたい歴史観
とともに、中国と関係する外国を教育する方
法をも分析する必要があると考えた。 

そこで、本研究は、国際政治の観点から、
時系列で総合的に中国歴史教学大綱（日本の
学習指導要領に相当する）と教科書を分析す
る点が特徴である。具体的には、1949 年以
降の歴史教科書の字数の変化について分析

することに加え、教科書に書かれた史実の具
体的な単語の表現方法、図、写真の使い方を
含めて多角的な分析を試みる。中国政府が歴
史教育を通じて児童や生徒に伝えようとす
る歴史観を明らかにする。また、各時期に教
育しようとする歴史観の変化は、教科書の日
本記述への影響を分析し、各時期に教育を受
けた中国人の日本イメージへの影響につい
ての分析も試みる。これは社会への研究成果
の還元の試みともなろう。 

 

３．研究の方法 

（１）研究手法 
中国においては、建国初期から 1985年ま

でに「一綱一本制」（一つの大綱、一種類の
教科書）がとられ、1986 年以降に「一綱多本
制」（一つの大綱、多種類の教科書）がとら
れてきた 。「教学大綱」は教育部の権限にお
いて策定され頒布されたものであるが、中国
政府の歴史教育に対する考え方の変化を明
らかにするために、その変遷を分析すること
は重要と思われる。さらに、「教学大綱」に
そって編修されたた歴史教科書そのものに
ついても分析する。特に、1949年の中華人民
共和国建国以降、人民教育出版社が編集した
国定教科書を中心に分析する。中国において
は 1986年から教科書検定制度が開始された
が、高校入試の各省の統一試験と大学入試の
全国統一試験への対策のため、半分以上の学
校は国定教科書の性質を持つ人民教育出版
社編集の教科書を採用しているのが現状で
ある。しかし、比較の観点から、地方の特徴
が強く現れている上海市が 1986年以降に独
自に編集した教科書をも分析対象とする。本
研究は、これらの教学大綱と教科書における
対日記述の変遷を抽出し、建国以来、中国の
教科書に記述された日本像について検討し
た。 
（２）調査活動 
①人民教育出版社（中国北京市） 

→人民教育出版社出版の小中高の歴史
教科書と「教学大綱」 

②中国教育部図書館（中国北京市） 
  →中国の教育政策関連資料 
③中国外交部档案館（中国北京市） 

     →教育部から外交部に送付した教育関 
連档案 

 ④北京市档案（中国北京市） 
     →北京市の教育政策資料、教育部から 

北京市へ送付した教育関連档案 
⑤華東師範大学（中国上海市） 

    →華東師範大学出版社によって出版さ 
れた上海市独自の歴史教科書 

⑥上海師範大学（中国上海市） 
  →上海師範大学出版社によって出版さ 
   れた上海市独自の歴史教科書 
⑦上海市档案館（中国上海市） 

 

出典：中国人民教育出版社の提供資料に

基づき、筆者が作成した。 

  



 

 

  →上海市の教育政策資料、教育部から 
上海市へ送付した教育関連档案 

⑧財団法人教科書研究センター附属教科書
図書館（東京都） 

  →日本の各出版社に出版された小中高 
学校の歴史教科書 

 
４．研究成果 
（１）本研究の調査活動を通じて、中国政府
が制定した小中高学校の歴史科の「教学大
綱」と国定教科書性質が強い人民教育出版社
によって出版された 1949年から 2005年まで
の小中高学校の歴史教科書を集め、また比較
のため、1990 年代以降上海市が独自に開発し
た歴史教科書と日本の各出版社によって出
版された歴史教科書の一部分を集めた。本研
究の資料調査は予定通り完成できた。本研究
の調査活動によって集めた教科書のリスト
は以下の HP から確認できる。 
http://www.wang-xueping.com/document200
9.pdf 
（２）調査活動を通じて集めた資料の「教学
大綱」と歴史教科書に対する分析結果は以下
の通りである。 
 ①中国の愛国主義教育は、1949 年の建国後、
歴史教育の中で、一貫して強調されてきた事
項である。しかし、その時期の国内外の状況
に応じて、内容は随時変化してきた。愛国主
義教育の方針は、国内政治に影響されること
が大きい。また、愛すべき対象は、「祖国・
人民」（1950年）から、「中国共産党、社会主
義祖国」（1956 年）、「中国共産党、毛沢東と
祖国」（1963 年）、「共産党、無産階級の革命
指導者、人民、祖国」（1978 年）、「共産党、
人民、祖国」（1980 年）、「社会主義祖国、社
会主義事業、共産党」（1986 年）、「悠久な歴
史、文化を有する偉大な中国、中華民族、中
国共産党と社会主義」（1991 年）という過程
を辿って変化した。2000 年以降には、「愛国
主義教育を薄め、国際社会との共存を強調す
る教育」が施行されるようになった。 
 ②中国の歴史教育における主要敵国は、
1950年代の「米帝国主義を中心とする侵略陣
営」から、1960年代の「米帝国主義とその追
随国」へ変わり、さらに 1978 年から 1980年
代の「社会帝国主義のソ連と資本帝国主義の
米国」、1990 年代の「帝国主義列強の資本主
義国家」へ変わった。最終的に 2000 年代に
入ると、主要敵国は消失していった。歴史教
育を通じて各時期の主要敵国の歴史及び中
国とその国との関係を詳しく説明する傾向
が見られ、またその国との戦いを指導した共
産党、社会主義中国の努力を児童や、生徒に
教えようとした。歴史教育における主要敵国
の変化は、中国を取り巻く国際環境に影響さ
れることが多い。 
 ③国内外の政治情勢に影響された中国の

歴史教育における日本や近代における日中
両国の衝突の歴史に関する記述は変化して
きた。文革前の一時期を除けば、中国建国後
から 1986 年までの間の中国の歴史教育にお
いて、日中戦争時の日本の侵略行為に対する
批判は、前面には出てこなかった。しかし、
1987 年以降、特に 1990 年代に入り、日本の
具体的な侵略行為や、占領地の統治に対して
も詳細な説明が加えられるようになる。それ
は、日本に対する批判と読み取ることも可能
である。とはいえ、図１と図２に示した通り、
教科書における日本記述、近代における日中
衝突、抗日戦争に関する記述の字数の割合の
下降傾向を勘案すると、侵略行為を詳細に説
明した記述は日本のみに対して打ち出され
た方針ではなく、1840 年以降の 100 年余りの
苦難の時期に、中国を侵略、圧迫した帝国主
義列強全体に対する記述方針であったこと
も留意しておかなくてはならない。特に、日
本関連記述の変化は、日中関係の変化の時期
とは一致していないことから、中国の歴史教
育の変化は、中国の対米ソ関係と国内問題に
影響されることが多く、個別の国との関係に
さほど影響されていないことがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④階級闘争史観は「マルクス主義」が提起し
た共産主義の基本理論である革命史観の一
部分であるため、中国が社会主義の道を放棄
しない限り、理論としての唯物史観は基本的
に消滅することはないと考えられる。中国の
歴史教育の特徴は、毛沢東が発動した独自の
革命理論である「継続革命論」によって、政
治闘争と連動する形で歴史教育が多大な影
響を受けたことにある。しかし 1978 年の改
革・開放政策によって、中国国内では階級闘
争はあまり強調されなくなった。階級闘争史
観は時代の変化に伴い、中国共産党の統治に
必要とされなくなり、2000年以降、中国社会
では階級闘争が言及されることはほとんど
なくなった。中国の歴史教育における階級闘
争史観の衰退は、日本の中国侵略の責任分析
にまで影響を与えた。このような歴史教育を
受けた若者は、A 級戦犯が代表する一部の軍
国主義者と統治階級の圧迫を受けた日本の
一般人民の戦争責任を区別できなくなった

 

出典：中国人民教育出版社の提供資料に

基づき、筆者が作成した。 

 



 

 

と考えられる。ゆえに、2005 年の「反日」デ
モのときに現れたように、教科書問題などの
歴史認識問題が発生する場合の中国人の矛
先は、統治階級の代表である日本政府、資産
階級だけではなく、一般国民にも向けられた
のである。 
 
（３）研究成果の波及効果 
研究代表者は研究の内容を５の主要な発

表論文で記載している学会や国際会議で報
告し、論文、著書として公刊し、日本語、英
語、中国語を使って、国内外の学者、一般民
衆に研究の成果を広めた。研究期間内で研究
成果の一部しか公刊できなかったため、研究
期間終了後も国内外の学会で報告し、また研
究論文、書籍として公刊する予定である。 
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